
し
ら
か
わ
の身

近
な
文
化
財

眺望景観眺望景観
　白河の宝である南湖公園から望　白河の宝である南湖公園から望
む那須連峰や関山、中心市街地かむ那須連峰や関山、中心市街地か
ら望む小峰城跡ら望む小峰城跡三三

さ んさ ん

重重
じゅうじゅう

櫓櫓
やぐらやぐら

は、白河をは、白河を
象徴する眺望景観として市民はも象徴する眺望景観として市民はも
とより多くの来訪者に親しまれてとより多くの来訪者に親しまれて
います。います。

自然景観自然景観
　白河の最高峰である権太倉山の　白河の最高峰である権太倉山の
ほか、関山や天狗山などの緩やかほか、関山や天狗山などの緩やか
な丘陵地と緑豊かな森林からなるな丘陵地と緑豊かな森林からなる
自然景観は、ふるさとを感じさせ自然景観は、ふるさとを感じさせ
る貴重な景観資源となっています。る貴重な景観資源となっています。

田園景観田園景観
　阿武隈川、社川、隈戸川などの　阿武隈川、社川、隈戸川などの
河川流域に優良な農地が広がり、河川流域に優良な農地が広がり、
田植えから稲刈りまで四季折々の田植えから稲刈りまで四季折々の
景観を楽しむことができます。景観を楽しむことができます。

景観まちづくり通信景観まちづくり通信
～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

　小峰城跡を中心とした旧奥州街道沿いの寺社仏　小峰城跡を中心とした旧奥州街道沿いの寺社仏
閣、蔵などの歴史的な町並み、歌枕として名高い閣、蔵などの歴史的な町並み、歌枕として名高い
白河関跡、白河藩主白河関跡、白河藩主
松平定信が築造した松平定信が築造した
南湖南湖公園など貴重な公園など貴重な
歴史遺産が現代に引歴史遺産が現代に引
き継がれています。き継がれています。

歴史景観歴史景観

おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　　日常生活で見つけた白河のおすすめ景日常生活で見つけた白河のおすすめ景
観をインスタグラムで教えてください。観をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ
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、
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も

各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
道
の
傍
ら
に
目
を
や
る
と
、
よ
く

見
か
け
る
の
が
道ど

う

標ひ
ょ
う

（
道
し
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べ
）

な
ど
の
石
柱
で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。

　
道
標
は
、
現
在
の
道
路
標
識
の
よ

う
に
目
的
地
ま
で
の
距
離
や
方
向

を
示
す
も
の
で
、
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内
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も
道
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岐
点
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ど
に
残
っ
て
い
ま
す
。
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下
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は
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こ
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、
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と

み
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れ
る
常と

き
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れ
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だ

が
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保
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８
３
８
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に
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て
た
も
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、
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高
湯
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那
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原
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江
戸
海
道
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と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
高
湯
山
は
、
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の
茶ち

ゃ

臼う
す

岳だ
け

か
ら

湧
き
出
る
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泉
を
ご
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体
と
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で
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の
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標
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高
湯
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参
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の
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も
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と
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れ

ま
す
。

　
ま
た
、
白
河
藩
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他
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地
の
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を

示
す
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と
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い
く
つ
か
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認
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れ
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藩は

ん

界か
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き
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つ
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ぶ

が
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れ
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と
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れ
ま
す
。

　
白
河
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。
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ら
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。

　
こ
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に
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わ
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ょ
う
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と
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い
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大
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上
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屋
か
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津
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を
北
上
し
た
先
の

天
栄
村
内
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あ
る
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か
、
矢
吹
町
な

ど
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外
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
旅
人
が
見

て
い
た
道
標
や
石
柱
を
今
で
も
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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柱
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道標道標
　（二番町）　（二番町）

▲藩界石柱▲藩界石柱 ▲藩界石柱▲藩界石柱
　（境の明神）　（境の明神）　（追分の明神）　（追分の明神）

お
知
ら
せ

▲小峰城跡と那須連峰▲小峰城跡と那須連峰

▲関山と田園風景▲関山と田園風景

▲▲隈戸川流域からの隈戸川流域からの
　権太倉山の眺望　権太倉山の眺望

▲南湖公園から▲南湖公園から
　望む那須連峰　望む那須連峰
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情
報
館 今月号は、本市の代表的な景観を紹介します。　　

　　　  問本庁舎都市計画課　内2232

景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.2Vol.2

～白河の景観を守り・つくり・育てる～


